
置
に
よ
っ
て
臨
時
的
、
突
発
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
る

柔
軟
な
育
児
支
援
体
制
が
整
備
で
き
る
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
。

「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」と

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

以
上
、
平
成
十
三
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ

ン
パ
ー
ト
¿
」
の
四
本
の
柱
の
目
標
達
成
の
た
め
の
手
法

と
な
り
、
最
優
先
す
べ
き
課
題
と
な
る
の
が
「
市
民
と
行

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
第
四
次

白
石
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お

り
、多
様
な
価
値
観
を
持
っ
た
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

市
民
が
高
い
満
足
度
を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
を
実
現
す
る

た
め
に
、
市
民
と
行
政
と
の
多
様
で
重
層
的
な
連
携
・
協

働
に
よ
っ
て
、「
く
ら
し
日
本
一
の
ま
ち
」
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
こ
れ
ま
で
先
進
的
に
整
備
さ
れ
た
施

設
を
活
用
す
る
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
の
市
民
と
行
政
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
力
づ
け
促
進
」、「
蔵

王
山
系
や
河
川
な
ど
白
石
の
自
然
環
境
や
地
域
に
根
ざ
し

た
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、「
市
民
の
知
恵

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、

「
広
く
多
様
な
市
民
に
広
が
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の

五
つ
を
「
白
石
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
し
て
、
そ
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
あ
っ
て
は
、
家
庭

内
、
地
域
、
職
場
に
お
け
る
男
女
が
お
互
い
の
性
の
違
い

を
認
め
、尊
重
し
合
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

男
女
が
平
等
に
発
言
し
、
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
各
種
講
座
や
講
演
会
の
開
催
、
情
報
誌
の

発
行
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
市
民
の
意
識
向
上
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
職
員
幹
部

や
各
種
委
員
会
、
審
議
会
委
員
等
の
積
極
的
な
女
性
の
登

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
男
女
共
同
参
画
社
会

を
目
指
す
た
め
に
、
本
年
度
、
第
四
次
白
石
市
総
合
計
画

を
踏
ま
え
な
が
ら
市
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
十
分
に
い
た

だ
き
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
条
例
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

産
廃
処
分
場
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
小
原
上
戸
沢
産
廃
処
分
場
計

画
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
住
民
、
議
会
、
行
政

が
一
体
と
な
り
、
先
に
述
べ
た
「
水
道
水
源
保
護
条
例
」

を
含
め
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
本
計
画
に
対
抗

し
、
上
戸
沢
地
区
の
産
廃
処
分
場
建
設
計
画
が
白
紙
撤
回

さ
れ
る
ま
で
、
粘
り
強
い
運
動
を
継
続
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
年
は
二
十
一
世

紀
元
年
、「
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
パ
ー
ト
¿
」
ス
タ
ー
ト
の

年
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
二
十
一
世
紀
に
悔
い
の
な
い
活
力
に
満
ち
た
白
石

市
を
建
設
す
る
た
め
に
、
全
力
投
球
で
市
政
を
執
行
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と

も
議
員
諸
賢
並
び
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と

い
た
し
ま
す
。

農
業
の
振
興

次
に
、
本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
で
あ
り

ま
す
が
、
畜
産
に
関
す
る
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
を

進
め
る
と
と
も
に
、
自
然
条
件
を
生
か
し
た
伝
統
的
地
場

産
品
、
収
益
性
の
高
い
果
樹
、
花
卉
か

き

、
野
菜
、
畜
産
物
な

ど
、
積
極
的
な
振
興
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
九
集
落
が
取
り
組
み
、
約

八
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
該
当
農
地
と
し
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
本
年
度
に
お
い
て
も
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
拡
大

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
米
の
生
産
調
整
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、
昨
年

度
は
「
そ
ば
」
の
作
付
け
誘
導
策
を
講
じ
、
耕
作
放
棄
農

地
の
防
止
に
資
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
お
い
て

は
、
よ
り
一
層
の
栽
培
面
積
の
拡
大
に
努
め
、
実
転
作
に

よ
る
農
家
所
得
の
向
上
と
「
白
石
高
原
そ
ば
」
と
名
づ
け

た
「
そ
ば
」
を
核
と
し
た
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

柿
の
里
構
想
に
お
い
て
は
、「
柿
植
栽
」
の
団
地
化
を

推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
柿
を
原
料
と
し

た
新
商
品
開
発
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
酒
米
に
つ
い
て
も
良
品
質
米
の
生
産
に
努
め
、
産

地
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
村
居
住
環
境
の
保
全
と
改
善
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
斎
川
板
木
線
の
農
道
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
度
か
ら
調
査
等
に
着
手
し
た
郡
山
、
袮
宜

内
、
小
下
倉
、
八
宮
、
斎
川
鹿
の
子
地
区
に
お
い
て
、
受

益
面
積
が
合
わ
せ
て
二
百
八
十
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
係

る
水
路
及
び
た
め
池
改
修
事
業
な
ど
の
早
期
完
成
に
向
け

鋭
意
努
力
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
水
害
の
な
い
環

境
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
道
整
備
事
業
に
係
る
砂
押
山
線
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
お
い
て
開
催
し
た
公
共
事
業
再
評
価
委
員
会
の
意
見

を
尊
重
し
、
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
・
観
光

次
に
、
商
工
業
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
十
二
月
に

策
定
し
た
「
白
石
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に

の
っ
と
り
、
実
効
性
の
あ
る
市
街
地
整
備
の
実
施
や
街
づ

く
り
組
織
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
の
設
置
支
援
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
跡
地
活
用
事
業
、
壽
丸
屋

敷
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
事
業
及
び
駅
周
辺
整
備
事
業
と
し

て
の
白
石
駅
自
由
通
路
設
置
事
業
の
三
事
業
を
重
点
整
備

事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
着
実
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
若
手
商
業
者
グ
ル
ー
プ
が
行
な
う
商
店

街
活
性
化
事
業
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。観

光
面
で
あ
り
ま
す
が
、
市
営
に
よ
り
三
年
目
を
迎
え

る
み
や
ぎ
蔵
王
白
石
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
不
忘
ア
ザ
レ
ア
」
に
委
託
し
た
こ
と
が
大
き
な
成
果

を
収
め
、十
二
年
度
も
黒
字
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
も
、
最
も
有
利
な
辺
地
債
を
受
け
な

が
ら
人
工
降
雪
機
、
圧
雪
車
な
ど
を
導
入
し
、
確
実
な
営

業
期
間
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
経
営
の
安
定
と
地
元
住

民
の
冬
期
間
の
雇
用
確
保
及
び
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

労
働
面
で
は
、
働
く
女
性
の
増
加
と
働
き
方
の
多
様
化

に
伴
い
、
よ
り
細
や
か
で
多
様
な
育
児
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
新
た
に
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
相
互
援
助
活
動
を
行
う
組
織
と
し
て
、「
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

現
在
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
「
保
育
サ
ー
ビ
ス
講

習
会
」
を
開
催
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
人
材

の
育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
設

平成13年度施政方針

▲若手商業者グループが行っている商店街活性化事業のひとつ
「サンタＧＯＧＯ市」

▲「白石高原そば」の収穫を目指して、昨年から栽培を始めたそば畑
（福岡八宮大網前地区）

▲「男女共同参画社会」実現に向けて開かれている講演会 ▲ＮＰＯ法人の運営となって３年目を迎える「白石スキー場」
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